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　　と思います。

　　監事並びに事務局の推薦の皆さんには、承諾をいただきました。

　◎2/2-3当日会場でお手伝いいただける方がいらっしゃいましたら、事務局までお声がけください。

　◎フォーバックス橋本様よりディスプレイ内容について説明

　　　にて対応。モニターを壁にかける金具を事務局にて準備する。再生器については、ライティングケンより提供。

　◎2/1に施工開始。2/2-3は入場フリーになりますので、時間の許す方は是非会場にいらして、ご覧になってください。

　●事務局の推薦には、棟居さん、小林道子さん、斎藤環江さんの３名の推薦が上がってきております。

■令和3、4年度の役員について

　◎今野代表より説明

　　先日、法人代表者の皆様にはメールにて連絡差し上げましたが、特に辞退を申し出た方もおりませんでしたので、お願いしたいと思い

　　ますが、皆様いかがでしょうか？

　　次年度以降の予測として、コロナが終息後には、東日本大震災の後のように爆発的に仕事が増え、集まっている場合ではないという

　　状態になり、集まる人数も減ってしまうかもしれません。

　　そのような中でも、集まれる方が集まり、話し合いができればいいのではないかと思い、法人代表者全員が理事になるのがいいのでは

　●理事の推薦に、法人代表者全員という意見が上がってきました。現状の２年度と同じ形という推薦が上がってきております。

　　　別紙を参照願います。現状、32インチ程度モニターにつきましては、東北共立様にお願いできるか確認中。できない場合はレンタル

　●監事の推薦には、山品さん、中鉢さん、梅内さんの３名の推薦が上がってきております。

　　皆さんのご意見を伺います

■「宮城県ディスプレイ協会」主催の展示会参加について

場所

法人代表者、個人事業主、事務局

・「宮城県ディスプレイ協会」主催の展示会参加について
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・次年度の役員について

橋本徳郎（フォーバックス）

■令和3、4年度の役員について

16名

小野光司（FUN LIGHT） 山品晃彦（THE MODERN WORLD）

斎藤豊寿（ライティングケン） 國分秀昭（HK custom works）

・今後の活動について

伊藤幸夫 （東北共立） 菊地孝（NASS） 相沢俊一（バックステージ） 清水目貴義（パラダイスプロ）

髙橋慶

梅内久仁生（メイサウンド）

　　○次回の開催日は、1月13日水曜日　18時から。　場所は改めて連絡いたします。

　　年内中に組織図と各役割を提示します。1月中に各役割を決め、2月の総会でスタートします。

第１１回　宮城舞台技術者協会会議　議事録

2020
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村下弘修（I・C・Cインターナショナル）

渋谷昌弘（ピーエムシー) 今野芳明（ファクトリー・K）

関紀子



　　組織図を作成して、それぞれがより活動しやすいように立場を明確にし、みんなが参加しやすいように協会運営を考えていきたいと
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■今後の活動について

　◎以前にも話がありましたが、この業界の若い方やこれからこの業界を目指す方に向けてのビデオ作成等も考えている途中です。

　　助成金等利用して作成できればと考えておりましたが、今後進めていく上で、何か意見や提案等ありますか？

　　　　専門学校では勿論専門的なことを教えますが、そこにたどり着くまでの高校の軽音部やダンス部、演劇部などが舞台を使って

　　　●専門学校などがあるので、そちらで対応していないんですか？

　　　→以前、専門学校から問い合わせがあったのですが、「高校のダンス部に舞台のことを教えに行って欲しい」との話がありました。

　　　配信が得意な方は事務局までアドバイスください。

■今回のオンライン配信について（報告）

　　○直前のお知らせということもあり、参加者は、2人でした。

　　○配信にあたり、音声の課題が出てまいりました。早期解決すべく取り組んでまいります。

　＊協会のホームページに県内のホールにご協力をいただき、ホール資料もしくはリンクを貼らせていただくようにできないか。

　　→会館の基本情報から掲載し、会館さんに問い合わせをしながら情報を増やしていければ。

　　→地道ながら協会の名前を皆さんに知っていただく活動をしていきましょう。

　　→1月中に各役割を決め、2月の総会でスタートします。

　　　●公文協ではクラッシックの講師とかも派遣している。技術者協会でもそういうのができるのではないか。

　　学校、クラブなどに協会のことを伝え、ホールや各学校に出向き講習会など開催。

まとめとして

　　　●高校演劇では、顧問の先生方を集めて夏に講習会をやっている。

　　考えます。また、年間の活動指針を提案し、進めていきたいと思います。

　　今後は、組織図を作り、それぞれの立場を明確にした方が良いのかもしれない。

　　　　公演を行う際にどうやったらいいのかを教えていくことに結びつけて行ったらいいのではないか。

　　　→実際、専門学校に2年間行っているが、そんなに専門的なことは学んでいない。

　　→ 今年度に関しては、どのような組織にしたらいいかも含め、突っ走ってきたので、今後は、改めて皆さんと組織づくりをして

　　→年内中に組織図と各役割を提示します。

　　　→ホールで公演を行う高校では、公演の1ヶ月前位に平台の組み方やパンチの貼り方を指導して欲しいと依頼があったりします。

　　最終的には小学生まで裾野を広げてもいいかもしれない。

　　　 いければ良いと考えます。ベースとなる組織図を作成してみますので、そこから皆さんと考え承諾を得て、進めていかせて下さい。

　　●普段参加している方の顔ぶれが決まってきている。参加できない方がどういう状況かわからないが、参加できていない方の話も

　　また、各部活の部会やホール、市町村などに連絡し協力を得ながらやっていけたらいいのではないか。

　まとめとして

　　　聞いて協会組織を作っていけたらいいのでは。

　◎協会の年間活動指針を決めた方が良いのではないか。

　◎今更ですが、会の構成はどのようになっていますか？

　　●今野さんが代表になっているが、理事会？常任理事？この辺りはどうなっているのか。

　　　●専門学校に行かずに、大学にいく子もいる。ビデオだけでなく技術者協会でセミナーを開催してもいいのではないか。






